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障害者に関する住まいやくらしについてのアンケート結果について 

 

 

■ 目的 

  障害のある人の住まいやくらしについて、現状や今後の希望などのアンケートを行い、

今後の障害福祉施策に活かしていくものです。 

  また、保護者等からの希望が多いグループホームについて、実態を把握するものです。 

 

■ 内容 

 ・ 対象者 市内に居住する 18 歳以上 65 歳未満の者のうち、身体障害者手帳、療育手帳

（知的障害者）又は精神障害者保健福祉手帳を所持する者（長期福祉施設入所

の者及び介護認定を受けている者は除く。以下「本人」という。）とその保護者 

 ・ 方法  本人用、保護者用の２種類のアンケート用紙を郵送で送付 

・ 期間  平成 30年７月９日～同年７月 31日 

 

■ 配付・回答数                       （単位：人・％） 

区分 
本人 保護者 

身体 療育 精神 合計 身体 療育 精神 合計 

配付数 219 217 248 684 219 217 248 684 

回答数 85 79 112 276 52 118 87 257 

回収率 38.8% 36.4% 45.2% 40.4% 23.7% 54.4% 35.1% 37.6% 

 

 

■ アンケート結果 

Ⅰ 基本事項（本人回答のまとめ） 

【男女別・年代別】        （単位：人） 【障害年金の有無】    （単位：人） 

区分 男性 女性 未回答 合計 
 

受給有 受給無 未回答 合計 

10歳代 2 1 0 3 
 

－ 3 0 3 

20歳代 23 18 0 41 
 

27 10 4 41 

30歳代 14 15 1 30 
 

19 7 4 30 

40歳代 39 30 0 69 
 

51 11 7 69 

50歳代 46 35 0 81 
 

58 14 9 81 

60歳代 34 14 1 49 
 

28 14 7 49 

70歳代 0 0 0 0 
 

0 0 0 0 

80歳代 0 1 0 1  1 0 0 1 

未回答 － 1 1 2  － － 2 2 

合計 158 115 3 276 
 

184 59 33 276 
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【地域別】 （単位：人）              （単位：人）              （単位：人） 

区分 回答数 
 

区分 回答数 
 

区分 回答数 

糸

魚

川

地

域 

浦本 5 
 

能

生

地

域 

磯部 6 
 青

海

地

域 

田沢 15 

下早川 13 
 

小泊 5 
 

青海 19 

上早川 5 
 

能生 27 
 

歌外波 0 

大和川 19 
 

西能生 5 
 

市振 3 

西海 9 
 

中能生 12 
 

計 37 

糸魚川 92 
 

上南 8 
 

      

大野 9 
 

木浦 6 
  

（単位：人） 

根知 4 
 

計 69 
 

地域未回答 11 

小滝 0 
 

      
    

今井 3 
      

（単位：人） 

計 159 
     

合計 276 

 

Ⅱ 現在の状況について 

問１ あなた（本人）は現在どのように暮らしていますか？ （単位：人） 

区分 合計 身体 療育 精神 

一人で暮らしている 42 11 8 23 

家族と一緒に暮らしている 215 73 61 81 

福祉施設で暮らしている 2 0 0 2 

病院に入院している 4 1 0 3 

その他 12 0 10 2 

未回答 1 0 0 1 

合計 276 85 79 112 
 

問２ あなた（本人）が一緒に暮らしている人は、どなたですか？（複数回答可） 

                            （単位：人） 

区分 合計 身体 療育 精神 

父母、祖父母、兄弟 164 45 56 63 

配偶者（夫または妻） 68 47 2 19 

子ども 37 20 2 15 

いない（一人で暮らしている） 41 10 10 21 

その他 15 2 8 5 

未回答 5 0 3 2 

合計 330 124 81 125 

 

[結果概要] 

・ 障害者は家族と暮らしている人が大半（77.9％）で、父母、祖父母、兄弟、配偶者と一

緒に暮らしている人が多い。 

・ 糸魚川地域、能生地域、青海地域いずれも同じ傾向である。 

・ 身体障害のある人は、配偶者と一緒に暮らしている人が多い。 
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Ⅲ 今後の生活について 

問３ あなたは面倒を見てくれている家族などがいなくなった時、どうやって生活したいと 

思っていますか？（複数回答可） 

【地域別】                               （単位：人） 

区分 
本人回答 保護者回答 

合計 糸魚川 能生 青海 未回答 合計 糸魚川 能生 青海 未回答 

自宅で一人暮らし 133 78 29 21 5 63 35 19 8 1 

他の家族と一緒に生活 37 21 11 4 1 30 17 10 3 0 

グループホームを利用 72 35 29 7 1 116 58 41 14 3 

アパートで一人暮らし 27 13 8 5 1 11 8 3 0 0 

市営住宅で一人暮らし 31 16 7 7 1 14 7 5 2 0 

気の合う人と共同生活 30 18 5 6 1 33 17 9 6 1 

施設に入りたい 40 22 14 2 2 75 50 17 8 0 

その他 18 12 2 4 0 9 7 1 1 0 

未回答 11 7 2 0 2 8 4 2 1 1 

合計 399 222 107 56 14 359 203 107 43 6 

 

【障害種類別】                             （単位：人） 

区分 
本人回答 保護者回答 

合計 身体 療育 精神 合計 身体 療育 精神 

自宅で一人暮らし 133 53 23 57 63 19 15 29 

他の家族と一緒に生活 37 12 13 12 30 12 12 6 

グループホームを利用 72 21 27 24 116 17 61 38 

アパートで一人暮らし 27 6 5 16 11 2 3 6 

市営住宅で一人暮らし 31 4 6 21 14 2 4 8 

気の合う人と共同生活 30 2 8 20 33 4 13 16 

施設に入りたい 40 18 10 12 75 16 48 11 

その他 18 3 7 8 9 0 3 6 

未回答 11 2 5 4 8 2 4 2 

合計 399 121 104 174 359 74 163 122 

 

[結果概要] 

・ 将来の生活についての本人の回答は、住み慣れた自宅で一人暮らしをしたいという人が

最も多く、特に身体障害と精神障害の人が多くなっている。一方、保護者の回答は、グル

ープホームや施設入所などの見守りのある環境での生活を望む人が多い。 

・ グループホームの希望は、糸魚川地域と能生地域で多くなっており、障害種別としては

療育手帳の人の希望が多くなっている。 

・ グループホームの利用を希望する年代は、本人の年代が 40 歳代、50 歳代が多く、保護

者が高齢になってきている年代に多いと見られる。  
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問４ 問３でグループホームと答えた方にお聞きします。グループホームを利用する場合、 

どの地域のグループホームを希望しますか？（単位：人） 

区分 本人回答 保護者回答 

糸魚川地域 28 51 

能生地域 16 18 

青海地域 2 9 

糸魚川市内ならどこでもいい 17 22 

上越市や妙高市 3 13 

その他 3 2 

未回答 3 1 

合計 72 116 

 

問５ 問３でグループホームと答えた方にお聞きします。グループホームの利用はいつ 

  くらいの時期を希望しますか？        （単位：人） 

区分 本人回答 保護者回答 

１年以内 3 4 

３年以内 1 5 

５年以内 1 7 

他の家族がいなくなってから 51 67 

その他 11 24 

未回答 5 9 

合計 72 116 

 

問６ グループホームを利用するにあたり、心配な点はありますか？ 

○ 本人回答（抜粋） 

・ 気の合う人と一緒にグループホームに入りたい。 

・ お金のことが心配である。 

・ 心配はあるが、まだ体験していないので何も分からない。 

・ 病気になったら連れて行ってもらえるかが心配である。 

 

○ 保護者回答（抜粋） 

・ 本人のことをちゃんと見ていただけるのか。見て見ぬふりをされるのではないか。 

 ・ 病院へ連れて行ったり、薬などを飲んでいるので付き添ってもらえるのか。 

 ・ 人間関係がうまくいくかが心配である。 

・ 障害者年金だけでは不足だと思うが、不足分はどうなるのか。障害者年金受給者は、

グループホームの入所は困難なのか。 

・ 人間関係が心配。精神的に不安定になるのではないか。 

 ・ 重度の障害者に、どこまで支援員、世話人の方の配慮が行き届くのか。夜間時の支援

などはどうなるか。 

 ・ お金の管理はしてもらえるのか。相談相手、話し相手はいるのか。  
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[結果概要] 

・ グループホームを作ってほしい地域では、糸魚川地域にほしいとの希望が多いが、能生

地域での利用希望も多くなっている。 

・ グループホームに入りたい時期は１年～５年以内の間での希望は少なく、他の家族がい

なくなったあとに入所したいという人が、本人、保護者ともに大半を占めている。 

・ また、本人の年代は 40 歳代、50 歳代の人からの希望が多く、困ったことに直面するま

では、今のままでよいという現状が見られる。 

・ グループホームの支援内容や金銭面など、本人や保護者が分かっていないことが多い。 

 

問７ 地域で暮らしていくなかで、あったらいいなと思う支援はどれですか？（複数回答可）

（単位：人） 

区分 合計 糸魚川 能生 青海 
地区名 

記入なし 

いつでも相談できる場や人 134 74 35 21 4 

緊急な時に相談や泊れる施設 120 70 34 13 3 

家賃の助成制度 78 44 20 11 3 

通院同行などの支援 69 39 18 10 2 

ゴミ捨てなどの生活支援 60 33 17 8 2 

仲間との出会い 58 32 17 8 1 

お金の管理をしてくれる人 50 22 18 9 1 

アパートや市営住宅の紹介 41 24 9 7 1 

引越しの支援 40 24 7 8 1 

近隣との調整 40 20 12 6 2 

親子で生活できる施設 29 15 11 2 1 

一人暮らしを体験できる施設 27 12 10 4 1 

家庭内調整 24 10 8 5 1 

その他 10 7 0 3 0 

未回答 39 22 10 5 2 

合計 819 448 226 120 25 

 

 

[結果概要] 

・ 「いつでも相談できる場や人がほしい」「緊急な時に相談や泊れる施設がほしい」とい

う希望が全体的に多くなっている。 

・ 障害別として、知的障害の人からは「お金の管理をしてくれる」支援の希望が多く、精

神障害の人からは「アパートや市営住宅の紹介」「家賃の助成制度」「引越しの支援」「ゴ

ミ捨てなどの生活支援」などの支援を希望する人が多くなっている。 
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Ⅳ 自由記載 

○本人回答（抜粋） 

● 住まい・くらしのこと 

・ 両親がいなくなったあとの家の管理が心配である。 

・ 単身用のアパートが少なく、家賃も高い。 

・ 障害者が一人になっても安心して暮らせるようにしてほしい。 

・ 一人になった時のことが想像できない。 

・ 生活の場の選択肢が少ない。 

・ 夜など、不安になった時に駆けつけてくれる人や保護してくれる場所があるといい。 

・ 今住んでいる家に一生暮らしたい。 

 

● お金・仕事のこと 

・ 両親がいなくなったあとの収入面が心配である。 

・ 働いてアパートで生活したいが、お金を払っていけるか心配である。 

・ いつまで仕事を続けられるかが心配である。 

 

● 福祉サービス 

・ 調理が下手なので、少しずつ家族に習っている。 

・ ヘルパーに掃除や調理を手伝ってもらい助かっている。 

・ 自炊や家事が苦手なので、マニュアルがあるといい。 

 

● 地域のこと・その他 

・ 地区役員が回ってきても断わりづらい。役員や行事参加を免除してほしい。 

・ 車いすに乗っているので、除雪が困る。 

・ 災害発生した時の周りの人の声掛けやサポート、薬、相談相手など。 

・ 地域での支援を利用しながら暮らしていきたい。 

・ 休日は図書館に行くのを楽しみにしており、生活リズムを崩したくない。 

 

○家族回答（抜粋） 

● 住まい・くらしのこと 

・ コミュニケーションがうまくできるか。人となじめずに孤立しないか。 

・ 生活に必要な家事(食事、洗濯、ゴミ出しなど)早く自立して欲しい。 

 

● お金・仕事のこと 

・ 生活するためのお金が障害年金だけで賄えるのか不安。 

・ 季節により働けなくなる。そこを理解してくださる企業があればと思っている。 

 

● 福祉サービス 

・ 一人暮らしになった時、金銭管理やヘルパーさんの支援が受けられるか心配。 

・ 相談員さんがいて見守りや相談が可能な、好きな時にいけるお茶のみ場があると良い。 

・ ショートステイの利用がもっと出来れば休息がとれ、疲れが取れるのですが。 


